
１． 概要  （支援経過 ・現状と課題　等）

２． 利用者の状況

様 歳

( )]

３． 支援の状況

2444㎏で帝王切開で生まれる。慎重派であったためか、伝え歩きからなかなか手を離さなかったため、１歳２か月で歩き出す。日常
生活の中で言葉が少ないとご両親が感じられて、若楠園を受診し親子教室スキップに通いだす。にこにこ広場に通っていたがSTの
評価で年齢相当ということで終了している。令和５年４月から見真幼稚園に通園をしている。
自分の中のやり方があるようで、それに合わないときは、1時間くらい泣くことがあった。そのような時、幼稚園でどう接していいかわか
らないとのことを言われたため、児童発達支援の利用を希望され支援が始まる。

いろいろなやり方があることを知り、自分の中で折り合いをつけられるようになって欲しい。

現状：令和6年4月からはハビー西鉄二日市教室のみを利用。引き続きペアと集団での活動を行っている。
年中児になり、時々不安になって担任に確認をすることはあるが、「何をしていいかわかりません」と聞くことが出来、年少児の時の様
に長く泣くような姿は見られなくなった。
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作成日 令和7年3月14日
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事業者名

指定障害児相談事業所　わかば
計画作成
担当者

申請者の現状（基本情報）

家族の主訴 （意向 ・希望）本人の主訴 （意向 ・希望）

障害または疾患名 障害支援区分

家族構成   ※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図   ※本人との関わりを持つ機関 ・人物など（役割）

※受診歴などを含む 医療の状況 ※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

齊藤美香

住　所
電話番号

4

借家 ・

生年月日

生活歴

佐賀県三養基郡基山町小倉６２３－２６

[持家・

女樋田 つむぎ 年齢 性別 男  ・令和2年3月31日

グループ／ケアホーム ・ 入所施設 ・

〒841-0201 090-9578-7198

FAX番号医療機関 ・ その他

児童発達支援 月15日

支援内容 頻度 備考

ハビー西鉄二日市教室

2444㎏で帝王切開で生まれる。慎重派であったため、伝え歩きからなかなか手を
離さなかったため、１歳２か月で歩き出す。日常生活の中で言葉が少ないとご両親
が感じられて、若楠園を受診し親子教室スキップに通いだす。にこにこ広場に月１
回通っていた。令和５年４月から見真幼稚園に通園をしている。

いろいろなやり方があることを知り、自分の中で折り合いをつけら
れるようになって欲しい。

名称 提供機関 ・提供者

公的支
援（障害

福祉
サービ

ス、介護
保険等）

その他
の支援


